












5.結語 

①IgA 腎症の新規発生と長期予后を観察するのに,学童集団検尿を利用することが価値が

ある。②昭和 50 年度から 61年度の 12年間の千葉市学童集団検尿によって,67 例の IgA 腎

症が発見された。③毎年新規に平均 5.6 人の IgA 腎症が発見され,腎生検施行者の 33.3%を

占めている。④推定新規発生者数は毎年平均116例となり,人口10万人比で100人である。

⑤小児期発症IgA腎症の内科領域(16才以上)へのcarry overは73%にのぼる。うち2例(3%)

が腎機能不全となった。⑥予后悪化因子として,発見時尿蛋白 100mg/dl以上及び腎生検光

顕所見で,びまん性増殖性変化が重要である。⑦小児期発症の IgA 腎症で,思春期(13 才～

18 才)に腎機能低下を示す一群があり,この時期の慎重な管理が望まれる。 


